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サポート対象のパーティションイントラドメインフェデ

レーションの統合
Microsoft Lyncまたは Skype for Businessによるパーティションイントラドメインフェデレーショ
ンの場合は、TLSを設定する必要があります。TCPはサポートされていません。詳細については、
パーティションイントラドメインフェデレーション用Microsoft Lyncの設定またはパーティショ
ンイントラドメインフェデレーションの Skype for Business設定を参照してください。

この章では、IM and PresenceサービスとMicrosoft Skype for Business/Lync/OCSとの間のパーティ
ションイントラドメインフェデレーションをイネーブルにするための設定手順について説明しま

す。次のMicrosoftサーバプラットフォームがサポートされます。

• Microsoft Skype for Business Server, 2015、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Lync Server 2013、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Lync Server 2010、Standard Editionおよび Enterprise Edition

• Microsoft Office Communications Server 2007リリース 2、Standard Editionおよび Enterprise
Edition
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IMandPresenceサービスは、パーティションイントラドメインフェデレーションのASAをサポー
トしません。

LyncおよびOCSサーバ両方の混合配置がある場合、Lyncユーザのユーザ移行ツールを実行し
てから、OCSユーザのユーザ移行ツールを実行する必要があります。

（注）

フェデレーションウィザードを使用して、パーティションイントラドメインフェデレーション

を設定することを推奨します。このフェデレーションウィザードを使用すると、パーティション

イントラドメインフェデレーションに必要なスタティックルート、アクセスコントロールリス

ト、および TLSピアを作成することで、Microsoft Lyncまたは Skype for Businessを使用したパー
ティションイントラドメインフェデレーションを自動的に設定でき、Microsoftサーバで変更を構
成するために必要なWindowsサーバの PowerShell CLIコマンドが提供されます。

CiscoUnifiedCM IMand PresenceAdministrationからフェデレーションウィザードを起動するには、
[Cisco Unified CM IM and Presenceサービスの管理（Cisco Unified CM IM and Presence Service
Administation）] > [プレゼンス（Presence）] > [フェデレーションウィザード（FederationWizard）]
をクリックします。

ただし、この機能を手動で設定することもできます。

関連トピック

ハードウェア要件, （3ページ）
ソフトウェア要件, （4ページ）

Presence Web Service の API サポート
オープンインターフェイスである Presence Web Serviceを使用すると、クライアントアプリケー
ションはユーザプレゼンス情報を IM and Presenceサービスと共有できます。サードパーティ開発
者は、このインターフェイスを使用して、ユーザのプレゼンス状態に関する更新を送信および取

得するクライアントアプリケーションを構築できます。PresenceWeb ServiceのAPIサポートにつ
いて、次の制限事項に注意してください。

•パーティションイントラドメインフェデレーションでは、Presence Web Serviceの APIを使
用してシスコ以外のクライアントからプレゼンス情報を取得することはできません。

Presence Web Serviceの詳細については、https://developer.cisco.com/site/collaboration/call-control/
unified-presence/documentation/index.gspの『IM and Presence Service Developer Guide』を参照してく
ださい。

Microsoft Lync の統合に関する制約事項
パーティションイントラドメインフェデレーションを追加することで既存のMicrosoft Lyncの統
合が破損するシナリオは 2つあります。
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•すでに Cisco VCSまたは Cisco Expresswayでビデオ用にイントラドメインフェデレーショ
ンを設定している状態で、IM and Presenceサービスとのパーティションイントラドメイン
フェデレーションを追加する場合：Microsoft Lyncは、Cisco VCSまたは Cisco Expresswayと
統合され、ローカル Lyncプレゼンスドメインのビデオと音声のトラフィックを Cisco VCS
または Cisco Expresswayにルーティングするスタティックルートが Lyncで設定されます。
IMandPresenceサービス（パーティションイントラドメインフェデレーションの要件）をポ
イントするようにスタティックルートを変更すると、Cisco VCSまたは Cisco Expresswayの
ためのトラフィックが代わりに IM and Presenceサービスにルーティングされるため、既存の
ビデオ統合が破損します。IM and Presenceサービスにビデオ統合とパーティションイントラ
ドメインフェデレーションの両方を含めることはできません。

•すでにMicrosoft Exchangeのユニファイドメッセージングとの統合を設定している状態で、
IM and Presenceサービスとのパーティションイントラドメインフェデレーションを追加す
る場合：Microsoft Lyncサーバが、Microsoft Exchangeへのユニファイドメッセージング用に
設定されます（オンプレミスまたはクラウド（Office365）向け）。ローカル Lyncプレゼン
スドメイン用に Lyncからのスタティックルートを追加し、IM and Presenceサービス（パー
ティションイントラドメインフェデレーションの要件）をポイントすると、ドメイン用の

すべてのユニファイドメッセージング SIPトラフィックが IM and Presenceサービスにルー
ティングされるため、ドメイン用の LyncとMicrosoft Exchangeの間のユニファイドメッセー
ジングの統合が中止されます。IM and Presenceサービスに、Microsoft Exchangeのユニファイ
ドメッセージングへの統合とパーティションイントラドメインフェデレーションの両方を

含めることはできません。

同じドメインを共有している場合、Microsoft Lyncと IM and PresenceサービスでMicrosoft
Exchangeのユニファイドメッセージングと Cisco VCS（または Cisco Expressway）のいずれと
の統合も、パーティションイントラドメインフェデレーションでサポートされません。

（注）

ハードウェア要件
次の Ciscoハードウェアが必要です。

• IM and Presenceサービスノード。IM and Presenceサービスハードウェアサポートについて
は、IM and Presenceサービス互換性マトリクスを参照してください。

• Cisco Unified CommunicationsManagerのノード。Cisco Unified CommunicationsManagerのハー
ドウェアサポートについては、Cisco.comで入手できるCiscoUnified CommunicationsManager
のマニュアルの互換性情報を参照してください。
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リリース 10.0(1)以降では、シスコは Cisco Unified Communications Manager（Unified
CommunicationsManager）やCiscoUnifiedComputing Systemサーバ上か、シスコ認定サードパー
ティサーバ設定の IM and Presenceサービス展開のみを仮想化します。リリース 10.0(1)以降で
は、シスコは Cisco Unified Communications Managerまたは Cisco Media Convergence Serverサー
バの IM and Presenceサービス導入をサポートしません。

仮想化環境でのCisco Unified CommunicationsManagerまたは IM and Presenceサービスの詳細に
ついては、http://docwiki.cisco.com/wiki/Unified_Communications_in_a_Virtualized_Environmentを
参照してください。

（注）

関連トピック

『Compatibility Information for IM and Presence Service and Cisco Unified CommunicationsManager』
ソフトウェア要件, （4ページ）

ソフトウェア要件
以下の項では、パーティションイントラドメインフェデレーションに必要なソフトウェアの概要

を説明します。

サーバソフトウェア

パーティションイントラドメインフェデレーションには、次に示すサーバソフトウェアが必要

です。

シスコソフトウェア

• IM and Presence Service

• Cisco Unified Communications Manager

Microsoft ソフトウェア

•展開に応じて、次のいずれかになります。

◦ Microsoft Skype for Business Server, 2015、Standard Editionおよび Enterprise Edition

◦ Microsoft Lync Server 2013、Standard Editionまたは Enterprise Edition

◦ Microsoft Lync Server 2010、Standard Editionまたは Enterprise Edition

◦ Microsoft Office Communications Server 2007リリース 2、Standardまたは Enterprise Edition

•展開に応じて、次のいずれかになります。
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◦ Lyncの管理ツール（Lyncのインストール中にオプションのインストール項目が入手可
能）

◦ OCS管理ツール（OCSのインストール中にオプションのインストール項目が入手可能）

• Microsoft Active Directory

その他のソフトウェア

シスコが提供する各ユーザ移行ツールを使用するには、.NET Frameworkの少なくともバージョン
2.0が、そのツールを実行している場所からサーバにインストールされている必要があります。
ユーザ移行ツールのいずれかを実行しようとすると、「アプリケーションが正常な初期化に失敗

しました（Application failed to initialize properly）」というエラーが表示される場合があります。こ
のエラーの原因は、.NET 2.0以降のフレームワークのインストールされていないユーザ移行ツー
ルを実行しようとしていることです。

NET 2.0フレームワークは、Windows Server 2003 R2以降で標準としてインストールされていま
す。

クライアントソフトウェア

IM and Presenceサービスおよび Skype for Business/Lync/OCS間のパーティションイントラドメイ
ンフェデレーション導入に必要なクライアントソフトウェアは、ご使用の導入によって異なりま

す。パーティションイントラドメインフェデレーション導入では、IM and Presenceサービス対応
クライアントを任意に組み合わせることができます。

IM and Presence サービス対応クライアント
次の IM and Presenceサービスクライアントは IM and Presenceサービスおよび Skype for
Business/Lync/OCS間のパーティションイントラドメインフェデレーション導入でサポートされ
ます。

シスコソフトウェア

• Cisco Unified Personal Communicatorリリース 8.5

• Cisco Jabber for Mac

• Cisco Jabber for Windows

•モバイル向け Cisco Jabber IM（Cisco Jabber IM for iPhone、Android、Blackberry）

• Cisco Jabber for iPad

• Cisco Jabber for Cius
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すべての Cisco Jabberクライアントのバージョンの互換性については、該当する Cisco Jabber
クライアントのマニュアルを参照してください。

ディレクトリURI IMアドレススキームを展開で使用する場合は、クライアントソフトウェア
はディレクトリ URIをサポートする必要があります。

（注）

サードパーティ製ソフトウェア

サードパーティ製の XMPPクライアント

Microsoft サーバ対応クライアント
導入に応じて、次に示すクライアントがサポートされます。

• Skype for Business 2015

• Microsoft Lync 2013

• Microsoft Lync 2010

• Microsoft Office Communicator 2007リリース 2

• Microsoft Office Communicator 2005

• Communicator Web Access 2007リリース 2

• Communicator Web Access 2005

関連項目

ハードウェア要件, （3ページ）

統合の準備
IM and Presenceサービスおよび Skype for Business/Lync/OCS間のパーティションイントラドメイ
ンフェデレーションの設定は、慎重に計画することが大切です。この統合の設定を開始する前

に、この項に記載の項目をお読みください。

プレゼンスドメイン

パーティションイントラドメインフェデレーションは、その特性上、両方のシステム上で設定さ

れる共通プレゼンスドメイン内で IM and PresenceサービスおよびMicrosoftサーバ間の統合をサ
ポートします。IM and PresenceサービスとMicrosoftサーバの両方が、複数ドメインの設定をサ
ポートします。ただし、一致する IM and Presenceサービスドメインに対して設定されていない
Microsoft LyncまたはMicrosoft Office Communicatorのユーザはパーティションイントラドメイン
フェデレーションの通信に参加できません。
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たとえば、次の図では、synergy.online.comドメインが IM and Presenceサービスで設定されていな
いため、synergy.online.comドメインに設定されているユーザは、synergy.comと synergy.co.ukドメ
インに設定されている IM and Presenceサービスユーザと IM可用性や電子メールを共有できませ
ん。ユーザがイントラドメインフェデレーションの他のユーザと可用性を共有する前に、IM and
Presenceサービスに synergy.online.comドメインを追加する必要があります。

図 1：複数のドメインを持つパーティションイントラドメインフェデレーション

ユーザの移行

ユーザが、この統合の一環として Skype for Business/Lync/OCSから IM and Presenceサービスに移
行中の場合、次の点を考慮します。

この統合の一環としてユーザがLync/OCSから IMandPresenceサービスに移行中の場合は、Directory
URI IMアドレススキームが設定されるときに、IMandPresenceサービスがユーザのMicrosoftサー
バ IDを維持する点に留意してください。その後、アドレススキームは Lync SIP URIにマッピン
グされる場合があります。

DirectoriesURI IMアドレススキームを使用するには、すべてのクライアントの IMandPresence
サービスクラスタは Directories URIをサポートする必要があります。

（注）

ユーザ移行計画の詳細については、ユーザ移行計画に関連するトピックを参照してください。

DNS の設定
ドメインネームシステム（DNS）の “A”レコードは、すべての IM and Presenceサービスおよび
Skype for Business/Lync/OCSサーバについて、企業内で公開する必要があります。
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Microsoftサーバは、すべての IM and Presenceサービスノードの完全修飾ドメイン名（FQDN）お
よび IPアドレスを解決できなければなりません。

同様に、IM and Presenceサービスノードは、すべてのMicrosoftサーバおよびプール FQDNの
FQDNおよび IPアドレスを解決できなければなりません。

認証権限サーバ

このパーティションイントラドメインフェデレーションの一環として TLS暗号化が有効になっ
ている場合、外部または内部の認証局（CA）を使用して、IM and Presenceサービスおよび Skype
for Business/Lync/OCSのセキュリティ証明書に署名できます。同じ CAを使用してMicrosoftサー
バおよび IM and Presenceサービス証明書に署名することを推奨します。そうでない場合、ルート
証明書を CAごとにMicrosoftサーバおよび IM and Presenceサービスノードにアップロードする
必要があります。

高可用性

パーティションイントラドメインフェデレーション導入で、どのようにしてアベイラビリティを

設定するか考える必要があります。

IM and Presenceサービスパーティションイントラドメインフェデレーション機能を高度に利用
可能にする場合、指定の（ルーティング）IM and Presenceサービスノードの前にロードバランサ
を展開できます。

ロードバランシングを導入するには（ラウンドロビンなど）、ハードウェアロードバランサ

をインストールする必要があります。IM and Presenceサービスでロードバランサをポイント
するスタティックルートを作成します。

（注）

関連項目

ドメイン内フェデレーションのハイアベイラビリティ

IM and Presence サービスの前提条件の設定
パーティションイントラドメインフェデレーションの設定を開始する前に、IM and Presenceサー
ビスで次のタスクを実行する必要があります。

1 IM and Presenceサービスをインストールし、設定します。

2 IM and Presenceサービスシステムが正しく動作しているか、次に示す点を確認します。

• IM and Presenceサービスシステム設定トラブルシュータを実行します。

•ローカルな連絡先を IM and Presenceサービスの Jabberクライアント追加できることを確
認します。
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•クライアントが IM and Presenceサービスノードからアベイラビリティステータスを受信
していることを確認します。

IM and Presence サービスノードのルーティングの追加構
成

マルチサーバ構成では、IM and Presenceサービスノードは IM and Presenceサービスのルーティン
グノードとして専用にする必要があります。つまり、このサーバは Skype for Business/Lync/OCS
からすべての新しい着信 SIP要求を受け取り、要求の受信者がホームとしている IM and Presence
サービスノードにルーティングするフロントエンドサーバになります。

ユーザは一切ルーティング IM and Presenceサービスノードに割り当てないことをお勧めします。
これによりルーティング IMandPresenceサービスノードは、Microsoftからの大量のSIPトラフィッ
クを処理する能力を備えることができます。

ルーティング IM and Presenceサービスノードにはユーザは割り当てられないため、多数の機能
サービスを非アクティブ化して、ルーティング IM and Presenceサービスノード上のリソースを解
放できます。ルーティング IM and Presenceサービスノードでの機能サービスの非アクティブ化

• Cisco Presence Engine

• Cisco XCP Text Conference Manager

• Cisco XCP Web Connection Manager

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP SIP Federation Connection Manager

• Cisco XCP XMPP Federation Connection Manager

• Cisco XCP Message Archiver

• Cisco XCP Directory Service

• Cisco XCP Authentication Service

関連項目

ルーティングノードの設定

オフピーク期間中のサービス再起動の計画
統合プロセス中に、Skype for Business/Lync/OCSサーバフロントエンドサービスを再起動する必
要があります。ユーザへの影響を最小限に抑えるため、メンテナンス時間帯になどのオフピーク

期間中にサービスの再起動を実行するように計画します。詳細は、パーティションイントラドメ

インフェデレーション設定ワークフローと、サーバのタイプに応じたサービスの再起動に関連す

るトピックを参照してください。
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